






 　本書の印象としては、Adam Smithの  The Theory 


















































































































































 ［2］ 適応的視点と対人認知の機能のとらえ方 

























































































































ア /危害基盤以外に、公正 /欺瞞基盤、忠誠 /背信
基盤、権威 /転覆基盤、神聖 /堕落基盤などがあ

































































（pp. 280 ― 284）、再現できなかったという報告もあ
り、またこうした効果が本当にあるかどうかにつ
いて疑いを投げかけるメタアナリシスもある
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（p. 249; cf. p. 257）というような話もするが、
群淘汰の可能性を擁護したりするのでなければ
この方向で適応を論じるのは難しいだろう。 
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